




















『ニコマコス倫理学』への釈義は，第 1 巻・第 2 巻については最初 1529 年になされ，







ラテン語テキストとして，Corpus Reformatorum 所収のメランヒトン全集第 16 巻，
30












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































メランヒトン『ニコマコス倫理学・第 1 巻の釈義』翻訳 ―メランヒトン邦訳ノート（7）―
理性は最善に向けて駆り立てる。
第一巻の最後において，理性は最善に向けて駆り立てる，というのは明白な見解で
ある。しかし，これについては思慮深く判断されるべきである。というのも，自然法，
つまり自然に生まれながらの知が高潔な行いに駆り立てるというのは真実である。し
かし，ではあるがやはり法と福音との区別は知る必要がある。そのうえ，正しい判断
にその他の力がどれほど従うか，知る必要がある。というのも，ここでアリストテレ
スがいうことにはある種の誤用があるから。もし，理性が最善を指示するのならば，
どうして福音が必要となるのであろうか。わたしは，こう答える。理性は法のごとく
指示するが，しかし，わたしたちに対する神の意志について探究するとき，法を知る
だけでは十分ではないのである。アレクサンダーは理性によってダリウスの妻に触れ
ないよう強いられたが，それにもかかわらずそのあいだ彼は神について疑っていた。
したがって，彼は神への恐れ，信頼，そして愛なしにいたのである。それゆえに，理
性は市民道徳においては最善を指示する。これは法について，あるいは自然の知につ
いていわれなければならない。しかし，法は自然に知られるにもかかわらず，それで
も心と意志はしばしばこれに抵抗し，人間における秩序の混乱が，神の法への敵対が，
どれほどのものか，言葉では表現できないほどである。それゆえパウロは（ローマ人
への手紙 1-18）こういった。人間たちは不義のなかで真理を妨げている。つまり，ひ
どい頑固さのなかで。精神はダビデに対して，他の妻に対して愛を燃え上がらせては
ならないと命令する。しかし，力の調和は乱されている。心は不安定であり，さまよ
える衝動で満ちていて，それとともに意志を捉えてしまっている。精神は神の怒りと
裁きとを真に恐れるように命令する。しかし，神に背いた意志は，毎日ものすごい実
例が目の前に示されているにもかかわらず，天のことがらについてはほとんど何も気
遣うことはない。それゆえにアリストテレスは知〔の認識〕についていっているので
あり，意志についていっていると理解されてはならない。これは常に真の知〔の認識〕
には従わないものなのである。ここではまさに他の言説を愛するとしよう。それらは
わたしたちに自然の法を教えてくれているのだから。これらは高潔な行いの規則であ
る。さらに，ここではだれかが読めば，ロゴス，つまり理性は，健康で健全な者たち
を最善に駆り立てるのであり，狂人をではないことについて，看過されるべきではな
い。
